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Abstract
The rapid expansion of rubber cultivation in a village in northeast Thailand since the early 2000s,
spurred by the economic growth of emerging countries, is dramatically transforming the
livelihoods of farmers and their link to the surrounding natural ecosystem. This article analyzes
how the changes are integrating the ecological network of the villagersʼ living world into the
network of the global rubber industry, applying the framework of actor-network theory while
considering power relationships among the actors. It then discusses how the farmers can
overcome their subordinate status in the global network. The knowledge of rubber cultivation
provided by outside agencies works as an interface to absorb the farmers and various elements of
their living world into the global rubber industry.
The doctrine of effective rubber production is also reconstructing the farmersʼ living world as a
whole. The ecological link between the villagers and the natural world is broken, and the
environment is reconstructed as part of the global network of the rubber industry. This changing
process makes villagers anxious. At the same time, the villagers find it difficult to resist the allure
of rubber because of the powerful prospect of a rich life. Thus, they do not welcome all aspects of
the transformation in their environment.
In order to overcome their subordination to the global network and subjectively design their
own living world, the villagers have to relativize the powerful doctrine of effective rubber
production. In terms of balancing rubber cultivation for cash income and other livelihoods based
on the local ecosystem, such as paddy cultivation and the use of natural resources for daily life, the
villagersʼ own notion of how to adapt rubber into the ecosystem of their living world and practical
ways to do this should be developed so that their lives as a whole can be secured and stabilized.
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ロビンスが描出したのは，芝生を美しく保つ，という一つのネットワークにおけるアクター





















治性 (governmentality) のような，制度的ではなく不可視で社会に散在する権力 [フーコー













































天然ゴムは，パラゴムノキ (Hevea brasiliensis) の樹液から作られる。パラゴムノキは南米
のアマゾン流域が原産地だが，イギリス，英領マラヤ経由で 1901 年にタイに持ち込まれた



















「農民は，はじめ，イサーン (東北部の別称) でゴムを植えても “nam yang” (ゴム液) では
なく “nam ta” (涙) が出るだけだと揶揄していた」と当時を振り返る。実際には，1989 年に
政府が振興プロジェクトを開始する段階では，ゴムの木が東北部でも生育し，ゴム液も出るこ
とは試験結果から明らかになっていたのだが，当初は，そういう説明も農民には受け入れられ
1 ) 農業・協同組合省農業局ゴム研究所のArak Chanthuma氏への聞き取りによる。























































トラクターで，表面から 25 cmまでの土と，25 cm から 50 cmまでの土が入れ替わるよう耕
起する。その後，3 m×6 m の等間隔に苗木を植える。栽培されるのは改良品種であり，政府
による検査を受けた専門の業者から苗木を購入する。
苗木を植えるのは，雨季の初めの 6月ごろがよいとされている。施肥は，苗木を植えるとき，
および，その後は基本的に 1年に 2回行う。除草は，年 1回，草刈機で行うのだが，特に雑草
の繁茂が激しい 2年目から 3年目には，除草剤を使う人も多い。こうして手入れを行い，7年
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た。1965 年にハジャイにゴムの研究所が設立され，タイ国内で育種や栽培技術の試験研究も
行われるようになった [Khongsin n. d.]。こうした「科学的」栽培によって，生産性が向上し















ポン一家は，ポン (夫)，オイ (妻)，二人の息子の 4人家族である。夫婦は，家の裏側にあ
る水田のほか，集落の北側，西側，2カ所のゴム園を持っている。北側のゴム園は，2003 年か
ら植栽を開始した。面積は約 20 ライ (3.2 ha) あり，うち 15 ライでタッピング・収穫が行わ




































ている [ゴム研究所 2012: 61]。ポンたちは，以下のような，ソムティンに教わった方法通り
に行っている。まず，植える際には，苗木 1 本につき，スプーン 1杯くらいの肥料を入れる。
その後，2，3カ月後にさらにスプーン 2杯から 3杯の肥料を施す。その後，1 年目は木から
20 cm くらいのところに 3カ所から 4カ所穴を掘り，一握り分の肥料を分けて入れる。2年目


















「1 年目から 5 年目までは 100 g につき，窒素 20 g・リン 10 g・カリウム 12 g のものを，6 年
目は 25 g・10 g・10 g のもの，7 年目 (タッピング開始) 以降は 29 g・5 g・18 g のものを使















5 ) 区 (tambon) ごとに設置された地方自治体である。
6 ) ゴム基金事務所ウボンラチャタニ支所での聞き取りによれば，講師自身の判断で一般には公開され
ていない最新の研究成果を農民に紹介することがあるということだった。


























ここでは，2009 年，2012 年，2013 年 (その年)，と順次，ゴムを植栽していた。同行してい
た私に対して，ポンは苗木の生育状況を確認しながら，「これは， (肥料を入れるのが) 近す
ぎる。これはよくない」と教えてくれた。少し前に妻のオイが施肥をした跡だった。植えたば
かりの幼木なので，木から 20 cm のところに肥料を入れるべきだが，少し，近すぎたという
のだ。しかし，溶け出した肥料の跡が広がっているだけで，素人目にはよくわからない。ポン
は続けて，「肥料を入れるとそこが熱を帯びる (ron)。肥料を入れるのが木に近すぎるとその
熱で木に火が通ってしまう (suk)」と言った。そのほか， (どの成分にせよ) 成分の含有率が
高い「固い」(khaeng) 肥料は，成分が一気に土壌中に溶け出すのでよくない。有機肥料を混
ぜたものの方が徐々に成分が出るので木に十分に行き渡るからよい。「満腹する以上にご飯を
あげても食べられなくて流れていってしまう」ので，本当は，1 年に 1回から 2回ではなく，
より多くの回数に分ける方がよい (けど，手間なのでできない)，など，一通り，施肥につい
て解説してくれた。苗木の成長には個体差があるので，植えてすぐの間は，定期的に様子を見




























ただし，苗木の場合，一度植えると 25 年間，植え替えはない｡8) つまり，肥料のように比
較的短期間で実践とその結果，という試行錯誤を重ねて経験知化することができない。25 年
後に，また，新しい品種が開発されていれば，どの品種が最良かという「事実」は，農民が経
















2,000 本の木があり，このうち，収穫可能なのは 1,500 本である。2013 年には，これをポン，
オイ，ティアム (請け負っている親戚)，の 3 人で一人 500 本づつタッピングしていたが，
2014 年 8 月の時点では，ポンとオイの夫婦 2 人だけで行っていた。1本をタッピングするのに，
















9 ) ゴム研究所の資料にも一つのオプションとして示されている [ゴム研究所 2012]。




















































































その翌年，シームアンマイにある NGO「進歩的農民協会」が，ドイツの NGO との共同でゴ
ム栽培振興のプロジェクトを実施，パニアット村で参加者を募り，研修を行い，整地や苗木・
肥料購入の費用を無利子で融資した。パニアット村では 10名ほどの参加者がいたという。同
村在住のソムティンも参加者の一人だった。彼は，プロジェクトの支援で 1990 年に 5 ライ，
1991 年にもう 5 ライのゴム園をつくった。当時は不安もあったが，焼畑跡の休閑林が 100 ラ
イあったので，その一部に試しに植えてみたという。1997 年にタッピングができるようにな
り，収穫もよかったので，その後も，自己資金で徐々に拡張してきた。




2003 年当時，まだ，ゴムの価格は低かった (約 35 バーツ) が，ゴムは (南部だけではなく)
ここでも生育し十分収穫でき，出稼ぎに行く必要がない程度の収入が得られることを，親戚の
暮らしぶりを目の当たりにすることで，直接，確認した。そこで，自らもゴムを植えることに
したのである。ポンたちは，その成果を 2010 年に初めて手にする。2003 年当時，中央市場の
価格が 1 kg あたり 30 バーツだった。「収穫を始めた年 (2010 年) には 60 バーツ，その次の







2013 年 9 月には，南部の農民が政府に対し，ゴムの価格下落問題の解決を求める大規模な集












警察官ノイは，1995 年にパニアット村の人から土地を買い，2005 年に 7 ライ，2009 年に 11
ライ，ゴムを植栽した。彼は，さまざまな作物の市況を見比べてゴムを選んだ。農作業は全て
























された。2012 年にナーコー村で質問紙調査を行った。全 137 世帯のうち 109 世帯で回答を得
られた。その内，59 世帯がゴムを栽培していた。この 59 世帯のゴム園は合計 664 ライ (106









出所：2012 年に行ったナーコー村 109 世帯への質問紙調査に基づく。
注：現在のゴム園 (59 世帯 664 ライ) の開墾年別内訳 (斜線なしの棒)，植栽年別内訳 (斜線
ありの棒) を示す。
2010 年ごろより，ナーコー村は，毎年，洪水の被害を受けるようになった。雨季に何日も雨
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ングやその他の農作業に多くの時間と労力を割いている。しかし，私の滞在中にも，家の脇で













も食材の 50%以上，雨季ではおよそ 80%ほどは自給する (自然のものを採取するか，自ら栽




を 2012 年時点と 2002 年 (10 年前) のそれぞれについて回答してもらった。回答が得られた
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図 2-1 食材の自給度の減少―― 10 年の変化 雨季
出所：ナーコー村での質問紙調査 (2012 年)，及び，ゴンカム村での食事調査 (2000-01 年) に
よる。
注：* 藤田 [2008] の元データから，他家よりもらったものなどを除外して計算した割合である。
** 2012 年の質問紙調査で 10 年前について質問した回答にもとづく。
図 2-2 食材の自給度の減少―― 10 年の変化 乾季
出所：ナーコー村での質問紙調査 (2012 年)，及び，ゴンカム村での食事調査 (2000-01 年) に
よる。
注：* 藤田[2008]の元データから，他家よりもらったものなどを除外して計算した割合である。
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